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編集後記 

▶本号の巻頭言を読んで頷いている．最近の学会はオンラインかハイブリッド形式が多い．

開催側のご苦労に感謝しながらも，顔を合わせてのコミュニケーション，さまざまな方向か

らの質問，突発的な議論，周りから聞こえてくる会話の中にも情報量が多かったのだと実感

している．一方で，このような制約が生じた環境の中で，自分の都合に合わせ視聴できるメ

リットもある．それを生かすには，現地に赴かず職場から離れていない状況下で，時間を確

保し自分から情報を求める意志と姿勢が必要ではあるが．学術誌も含め，さまざまな方法で

得た情報から研究・臨床実践の種を見つけ，育て，何をどこまで解決できるのかを楽しむ心

の余裕とチャレンジ精神を発揮したい．                   （M・N） 

 

▶第 56 回日本作業療法学会が開催される．現地開催とオンデマンド配信のハイブリッド形

式（原稿執筆時点）となるのは現状やむを得ないが，3 年ぶりの対面学会である．知的好奇

心を最大限に刺激する時間になるだろうと今から期待している．ユニークな発想に基づく

研究や実践に触れることは貴重で，そのような機会は対面学会に参加することで多く得ら

れると感じている．オンライン学会では，予想外の取り組みに遭遇する確率がどうしても低

くなってしまう．しかし，どの形式で発表したとしても，その取り組みを論文化することの

発信力に勝るものはない．本号の巻頭言にある通り，作業療法関連の論文掲載数は少ない．

会員諸氏からのさらなる投稿を期待したい．                 （K・Y） 

 


